
グレイトアース宮崎ライド 
 

グレイトアースについて 

平成 24 年に口蹄疫復興事業をきっかけに、環境に配慮し更に県外者の参加が多く見

込めるサイクルイベントとして開催。 

グレイトアースは、全国で開催しているが九州では宮崎県と石垣島。 

宮崎県内では最大の本格的ロングライドイベントとして認知されつつある。 

特に日南海岸は全国を代表する絶景ポイントであり、今後も官民一体となって将来的に

は宮崎が自転車の聖地となる様、広く全国に情報を発信していきたい。 

 

 

１）これまでの実績 

第１回 

2012 年 3 月 18 日（日）  天候：雨のち曇り  参加者：391 名 

スタート＆ゴール：宮崎市河川敷 

 

第２回 

2013 年 3 月 17 日（日）  天候：晴れ  参加者：582 名 

スタート＆ゴール：シーガイア 

市内走行で予想以上に時間がかかり、南署や日南など警察への通報が多数あった為、次

回のスタート場所、時間などコースの改善点を検討。 

国土交通省九州地方整備局宮崎河川国道事務所に後援して頂き、電光掲示板などの事前

～当日広報でもサポートをして頂いた。 

 

第３回 

2014 年 3 月 16 日（日）  天候：晴れ  参加者：603 名 

スタート＆ゴール：県総合運動公園（サンマリンスタジアム駐車場） 

会場の変更及び、スタート時間を 30 分繰り上げ、警察にはクレームがなかった。 

 

第４回 

2015 年 3 月 15 日（日）  天候：雨   参加者：563 名 

スタート＆ゴール：県総合運動公園（サンマリンスタジアム駐車場） 

スタート時より終日雨となり、最後のエイドポイント道の駅田野でリタイヤが 40 人程

度あった。（雨と寒さで体が冷えてしまった） 

エイドポイントの充実を図った。 

NHK BS 番組『チャリダー』で放送。（５月） 

また、北陸新幹線開通日と同じ日になり、予想より参加者が伸びなかった。 

 

資料－４ 



第５回 

2016 年 3 月 13 日 

5 回目の記念大会の位置付け。コースを 105 キロから 125 キロへ延ばす。 

自転車の本格的なロングライドとして全国からの集客を図る。 

エイドポイントで、地元ならではのもてなしを更に充実させたい。 

アジア圏、特に台湾からの集客に努力する。 

 

 

２）現状の問題点 

①事務手続きの煩雑さ 

エリアによって管理者が違い、様々な調整や申請の煩雑な業務が多くなる。規制が多く、

前例がない件についての交渉、許可を得ることが難しい。 

 

②コース上、日南海岸ルートでは旧道を走ることを原則にしているが、一番景観の良い

サボテン公園の道路が崩落で通れず、昨年はやむなくトンネルを走行してもらった。 

ただ、ライダーの事故はトンネル内が一番多く、ぜひ改善していただきたい。 

 

③ボランティアスタッフの強化 

現在、サイクルショップ（宮崎、西都）や地元ライダーの方々には毎年多大な協力を頂

いているが、ボランティアの絶対数が足りず、運営とおもてなし強化のためには高校生

や企業、一般など広く多くのボランティアの協力体制をつくっていきたい。 

 

 

３）将来に向けて 

以前、宮崎県観光協会の時代、日南海岸のキャッチフレーズに、『サンシャインロード

100 マイル』といわれた時代があった。 

（宮崎から都井岬までが 100 マイルだからという理由） 

ライダーにとって 100 マイル＝160 キロはセンチュリーライドともいわれる為、これを

機に宮崎～日南～串間の日南海岸センチュリーライドの新ロードを情報発信する方法

もあるのではないか。 

近い将来グレイトアース宮崎は 1,000 人規模の大会にしたいと考える。 

グレイトアースでもトップを狙いたい。 








